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1. はじめに 

ボーリング調査は地下の地質を調査するもっとも一般

的な手法であり，得られたボーリングコア試料は多くの

情報を有し，試料を観察，試験あるいは分析することで，

地質の特性や地質現象の解明が行われる．しかし，その

ためには適切な方法で試料採取を行うことが重要であり，

採取方法を誤れば得られる情報も適切ではなくなってし

まう．本発表では，日本原子力研究開発機構の研究開発

の一環として行った調査における，特殊な試料採取の事

例を報告する． 

 

2. 調査背景 

日本原子力研究開発機構東濃地科学センターが実施し

ている隆起・侵食に関する研究開発の課題の一つに，百

万～数十万年前に及ぶ長期的な地殻変動を評価するため

の技術の高度化がある．この課題解決においては隆起・

侵食の量や速度を把握することが重要であり，そのため

には海成段丘や河成段丘，環流旧河谷といった離水地形

の形成年代を制約する必要がある．そのための年代測定

手法の一つが，未固結の堆積物中の砂層を対象とした光

ルミネッセンス(OSL)年代測定である． 

OSL 年代測定は，ルミネッセンスと呼ばれる発光現象

を利用した年代測定法の一つである1)．ルミネッセンスは

外部からの刺激によって誘発され，OSL の場合は外部か

らの光刺激が誘因となる．したがって年代測定のための

採取試料は，露光を避ける必要がある．また，ルミネッ

センス年代測定は，一般に数十年から数十万年前までの

年代決定を得意とする．このことを踏まえて，ボーリン

グ調査地点は大井川中流域の環流旧河谷と能登半島の海

成段丘より１地点ずつ選定した（図-1，2）． 

 

3. 採取手法 

上述の通り OSL 年代測定では，試料採取時に光を当て

ないことが重要である．加えて，各地点の地質などの状

況を考慮し，試料の取り出し，梱包を異なる手法で実施

した． 

(1) トリプルサンプラーを用いた手法 

能登半島の海成段丘の地質は粘性土，砂，軟岩である．

試料採取は，φ101mm トリプルサンプラー（VU-65塩ビ

管内蔵のトリプルサンプラー）を用いた．図-3にサンプ

ラーの構造を示す。このサンプラーでは、試料は採取と

同時にビニルスリーブに封入された状態で塩ビ管内に収

納される．そのため塩ビ管の両端を採取直後にすぐカバ

ーすることで，採取試料を露光させず梱包することが可 

 

 

図-1 ボーリング調査地点（環流旧河谷）２)，３) 

 

図-2 ボーリング調査地点（海成段丘）２)，３) 

 

図-3 トリプルサンプラーの構造４) 

 

 

能である．一方で，採取直後は塩ビ管両端部から露光す

る可能性があるので，掘削後はコアが露出しないように

注意して内管から塩ビ管ごとコアを取り出し，光に当て

ないように梱包を行う必要がある．採取したコアは，分

析室に搬入するまで塩ビ管から取り出すことがないた

め，採取はスライムの含有を考慮し，1ｍの塩ビ管内に試

料がすべて収まるように75～80㎝ごとに行った． 
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(2) ダブルコアチューブを用いた手法 

大井川中流域の環流旧河谷の地質は主に砂礫層であ

り，その中の砂層を試料として採取する計画であった．

砂礫層はダイヤモンドビットでなければ掘削が困難であ

るため，孔径が大きく地質に合わせたツールスの準備が

難しいトリプルサンプラーより，オペレーターが入念に

選定・調整して使い慣れたφ86mmダイヤモンドビットお

よびダブルコアチューブ（スリーブ内蔵二重管サンプラ

ー）を用いて試料採取を行った．このサンプラーで採取

された試料は透明なビニルスリーブに入っており，その

まま取り出すと光曝するため，車両に厚手の遮光シート

を複数枚張って作成した簡易的な暗室内へコアチューブ

ごと試料を運搬し，暗室内でコア試料の取り出しおよび

梱包を行った（図-4）． 

暗室では，光曝をより確実に避けるため，作業前やコ

ア運搬前後など随時遮光状態の確認を行い暗闇状態で作

業できるように留意した．暗室内での作業は，コアチュ

ーブの解体に1名，その後のコアの取り出し，梱包に2名

の計3名の体制で行った．作業を円滑かつ効率的に行うた

め，作業に必要な道具の準備や，作業手順の確認を試料

採取前に確認し，作業時はコアの上下や深度，作業手順

を相互に確認しながら実施した（図-5）． 

 

4. まとめ 

今回の調査では，2つの手法でOSL年代測定用の試料採

取を行った結果，2つの手法でともに試料が採取できた． 

2つの手法の比較を表-1に示す．トリプルサンプラーを

用いる手法は，塩ビ管を内蔵するサンプラーを用意すれ

ば，煩雑な手間もなく，容易に試料を梱包することがで

きる．しかし，砂礫や岩盤のようなツールスの選定が必

要な地質では，ツールスを用意できずに採取ができない

可能性がある．一方，ダブルコアチューブを用いた手法

では，通常のツールスで掘削できるが，暗室の準備，試

料の取り出し，作業員への手順の周知徹底などの手間が

かかり，人員も必要である． 

このような特殊な試料採取では，現場条件，対象とす

る地質，用意できる人員やツールスなどの様々な条件に

応じて，手法を考案して選択していくことが重要である． 

 

表-1 2つの手法の比較 

 ﾄﾘﾌﾟﾙサンプラー ﾀﾞﾌﾞﾙコアチューブ 

作業員数 1名 3名 

サンプラー 
塩ビ管を内蔵する 

サンプラー 
通常のサンプラー 

短所 
砂礫や岩盤への対

応は難しい 

人員が必要で手間

がかかる 

 

 

 

図-4 暗室外観 

 

図-5 暗室内作業風景 
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